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平
成
二
十
八
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で

　

台
風
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
、
第
五

三
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
、「
第
二
五

回
全
国
消
防
操
法
大
会
」
及
び
「
第
二
三

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
の
秋
田
県

代
表
選
考
会
と
し
て
、
九
月
二
日(

金)

秋

田
県
消
防
学
校
放
水
訓
練
場(

由
利
本
荘

市
岩
城)

に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

三
種
町
消
防
団 
青
山
竹
千
代
副
団
長

の
総
指
揮
に
よ
り
選
手
が
整
列
、
引
き
続

き
開
会
式
が
行
わ
れ
、
中
田
潤 
秋
田
県
消

防
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

鈴
木
嘉
司
憲 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か

ら
審
査
長
指
示
が
あ
り
、
横
手
市
支
部
横

手
市
山
内
消
防
団 

髙
橋
隆
分
団
長
が
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、
県
内
九

支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
九
分
団
、
ま

た
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、
五

隊
が
出
場
し
て
二
〇
年
ぶ
り
の
予
選
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
は
会
場
等

の
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
型
ポ

ン
プ
操
法

の
部
で
は
、

横
手
市
山

内
消
防
団

第
一
分
団

が
僅
差
で

代
表
を
勝

ち
取
り
一

〇
月
一
四

日
長
野
市

で
開
催
さ

れ
る
全
国

大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

ま
た
、

軽
可
搬
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
は
、
大
仙
市
女
性
消
防

隊
が
一
位
と
な
り
、
来
年
九
月
三
〇
日
に

秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果(

優
秀
選
手
賞
を
含
む)

は

別
記
の
と
お
り
で
す
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
代
表
の
横
手
市
山
内
消
防
団
第
一

分
団
並
び
に
三
回
連
続
の
代
表
と
な
り
ま

し
た
大
仙
市
女
性
消
防
隊
に
は
、
全
国
大

会
で
の
健
闘
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

小
型
ポ
ン
プ
は
横
手
市
山
内
消
防
団

秋
田
県
代
表
選
考
会
を
開
催

秋
田
県
代
表
選
考
会
を
開
催

秋
田
県
代
表
選
考
会
を
開
催

秋
田
県
代
表
選
考
会
を
開
催

秋
田
県
代
表
選
考
会
を
開
催

平
成
二
十
八
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　

一
一
月
六
日（
日
）〜
一
一
月
一
二
日（
土
）
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大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

小
笠
原
伸
一

■
総　
　

合

　

ど
の
隊
も
全
国
を
目
指
し
て
い
る
た

め
、
全
体
的
に
例
年
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い

操
法
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
ス
展
張
、
ホ
ー

ス
ラ
イ
ン
の
悪
さ
が
目
立
っ
た
印
象
を
受

け
た
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

今
年
は
規
定
外
圧
力
送
水
は
な
く
、
送

水
技
術
に
は
改
善
が
見
ら
れ
た
。
反
面
、

タ
イ
ム
を
重
視
す
る
あ
ま
り
か
、
ホ
ー
ス

ラ
イ
ン
が
悪
い
隊
が
例
年
よ
り
多
か
っ

た
。
全
国
上
位
を
目
指
す
に
は
、
ホ
ー
ス

ラ
イ
ン
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、
一

層
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

二
〇
年
ぶ
り
に
複
数
の
隊
が
出
場
し
大

会
が
行
わ
れ
た
。
士
気
等
は
高
い
印
象
を

受
け
た
が
、
敏
捷
性
の
部
分
で
課
題
が
あ

る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
来
年
は

秋
田
県
で
初
の

地
方
開
催
と
な

る
全
国
大
会
が

行
わ
れ
る
の

で
、
上
位
を
目

指
し
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。

競
技
審
査
の
講
評

小笠原審査班長

秋田県知事表彰

秋田県消防協会長表彰

選 手 答 辞

閉会のことば

「第25回全国消防操法大会」及び　　　　
　　　　「第23回全国女性消防操法大会」

秋田県代表選考会成績表
【小型ポンプ操法の部】

 １　位 横手市山内消防団第１分団 43.72 88.0
 ２　位 美郷町消防団第２分団 42.25 87.0 
 ３　位 三種町消防団山本支団第４分団 42.19 82.0 
  潟上市消防団飯田川支団第２分団 45.48 75.0 
  秋田市消防団浜田分団 46.20 72.5 
  由利本荘市消防団鳥海支団第３分団 47.13 72.5 
  小坂町消防団第４分団 44.87 71.0 
  東成瀬村消防団第２分団 47.60 70.5 
  大館市消防団比内第１分団 44.30 66.5 

タイム （秒）消　防　団　名順　位 総得点 （点）

【軽可搬ポンプ操法の部】

 １　位 大仙市女性消防隊    63.09      79.0
  横手市山内女性消防隊    64.59      75.0
  大館市女性消防隊    65.86      74.0
  秋田市女性消防隊    72.60      71.0
  潟上市女性消防隊    68.70      68.0

タイム （秒）消　防　団　名順　位 総得点 （点）

【優秀選手賞】

 指揮者

 １番員

 ２番員

 ３番員

 ４番員

小型ポンプ操法
区　分

軽可搬ポンプ操法
消防団名 氏　　名 消防団名 氏　　名

齊藤　民寿

熊谷　勝明

赤川　和也

小林　和也

佐藤　久子

斎藤　千秋

相馬　静華

畑　しのぶ

鈴木美也子

美郷町消防団
第２分団
美郷町消防団
第２分団
小坂町消防団
第４分団
横手市山内
消防団第１分団

大仙市
女性消防隊
大館市
女性消防隊
大仙市
女性消防隊
横手市山内
女性消防隊
大仙市
女性消防隊
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秋
田
県
代
表
消
防
団(

隊)

優
秀
選
手
の
紹
介

横手市山内消防団　第１分団大仙市女性消防隊

　

第
三
五
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
九
月
二
九
日（
木
）午
前
一
〇
時
か
ら

日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東

京
都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋
本
敏

文
日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続
き
、
内

閣
総
理
大
臣(

代
理)

、
総
務
大
臣(

代
理)

ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
四
柱
を
加
え
五
，
六
九
二
柱
と
な
り

ま
し
た
。

ご遺族と中田会長鎮魂の歌（木遣り）

御霊の奉納

（
公
財
）日
本
消
防
協
会

　

殉
職
者
氏
名　
　
　

遺
族
氏
名

黒　

澤　

百
合
子

黒　

澤　

は
づ
き

花
ノ
木　

八
重
子

三
ヶ
田　
　
　

君

黒　

澤　

友　

吉

花
ノ
木　

政　

満

三
ヶ
田　

喜
一
郎

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

一
番
員

　

斎
藤　

千
秋

二
番
員

　

相
馬　

静
華

三
番
員

　

畑　

し
の
ぶ

四
番
員

　

鈴
木
美
也
子

一
番
員

　

熊
谷　

勝
明

二
番
員

    

赤
川　

和
也

三
番
員

　

小
林　

和
也

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

齊
藤　

民
寿

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

佐
藤　

久
子

◎
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

◎
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部
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秋
田
県
消
防
学
校
第
七
〇
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
六
日(

金)

、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
四
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
七
〇
名
の
修
了
生
は
、
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
明
日
か
ら
ぞ

れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
優　

秀　

賞(

一
一
名) 

　
秋
田
市
消
防
本
部 

高
橋　

博
康

　
　
　
　

〃 

佐
藤　

聖
華

　
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

阿
部
理
紀
也

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

清
水　

裕
太

　
　
　
　

〃 

中
西　

啓
太

　
　
　
　

〃 

児
玉　

儀
仁

　
　
　
　

〃 

赤
塚
竜
太
朗

　
　
　
　

〃 

遠
藤　

竜
希

　
　
　
　

〃 

畠
山　

孔
明

　
　
　
　

〃 

田
中　

眞
美

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

加
藤　

秀
之

■
功　

労　

章(

五
名)

　
秋
田
市
消
防
本
部 

高
橋　

博
康

　
　
　
　

〃 

千
田　

駿
弥

　
　
　
　

〃 

佐
々
木

紀

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

遠
藤　

知
晃

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

石
川　

晃
貴

　

こ
れ
か
ら
、
数
多
く
の
厳
し
く
困
難
な

現
場
が
、
皆
さ
ん
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
脈
々
と
築
か
れ
て
き
た
消
防

精
神
を
胸
に
、
各
々
が
自
分
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
果
た
し
、
そ
し
て
、
仲
間
と
一

致
協
力
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と
に
よ
り
、

必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。

　

各
消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
力

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

同
様
に
地
域
住
民
の
皆
様
も
ま
た
、
あ
な

た
方
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
皆

さ
ん
が
入
校
の
際
に
宣
誓
し
た
、
人
格
の

陶
冶
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

自
ら
が
選
択
し
た
消
防
人
生
で
す
。
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
を
持
ち
続

け
、
信
念
を
貫
き
、
勇
気
を
持
っ
て
職
責

を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
こ
の
半
年
間
の
努
力
に
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ど
う
か
、
事
故
や

健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、
充
実

し
た
消
防
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
の
健
闘
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
〇
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
〇
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
〇
期
修
了
式

七
〇
名
修
了

七
〇
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

七
〇
名
修
了

七
〇
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

七
〇
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

秋
田
市
消
防
本
部

消
防
士

　

 

高
橋　

博
康

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

 

鈴
木　

嘉
司
憲

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

表
彰
状
授
与

　

春
、
夏
、
秋
と
季
節
も
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
こ
の
消
防
学
校
を
巣
立
ち
、
現

場
で
活
躍
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

全
安
心
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、

消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。
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由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

遠
藤　

知
晃

　

こ
れ
ほ
ど
内
容
の
濃
い
半
年
間
を
過
ご

し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
入
校
時
は
と

て
も
不
安
で
し
た
が
、
同
期
七
〇
人
で
生

活
し
て
み
る
と
、
毎
日
の
一
秒
一
秒
が
と

て
も
短
く
感
じ
、
気
が
つ
け
ば
も
う
九
月

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
消
防
学
校
で
学
ん

だ
事
を
忘
れ
ず
所
属
で
も
頑
張
り
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

柴
田　

悠
眞

　

半
年
間
で
消
防
吏
員
と
し
て
の
基
礎
的

な
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

辛
い
訓
練
も
あ
り
ま
し
た
が
、
七
〇
期
全

員
で
切
磋
琢
磨
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
盤
と

し
て
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

横
手
市
消
防
本
部　

神
原　
　

望

　

入
校
し
た
ば
か
り
の
時
は
、
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
毎
日
を
送
っ
て

い
た
。
で
も
教
官
方
の
指
導
も
あ
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
消
防
人
と
し
て
成
長
し
て
い
る

の
が
分
か
っ
た
。
最
後
の
査
閲
で
は
、
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
充
分
発
揮
で
き

た
と
思
う
。
七
〇
期
生
で
良
か
っ
た
。

五
城
目
町
消
防
本
部　

福
嶋　

良
磨

　

初
任
教
育
を
通
し
て
、
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
と
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
の
土

台
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
所
属
本
部
で
も
、
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
る
と
い
う
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

清
水　

裕
太

　

入
校
時
の
私
と
比
べ
る
と
、
心
身
と
も

に
成
長
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
苦

し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
た
同
期
と
い
う
大

切
な
も
の
が
で
き
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
人
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
に
、
所
属
に
帰
っ
て
も
努
力
し

つ
づ
け
た
い
で
す
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部 　

金
澤　

直
大

　

初
任
科
教
育
の
始
め
に
、
自
分
の
目
指

す
消
防
士
像
を
考
え
た
。
今
、
少
し
は
自

分
の
目
指
す
消
防
士
に
近
づ
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
一
つ
一
つ
の
命
を
救
う

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
知
識
、
技
術
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

白
川　

雅

　

座
学
や
訓
練
の
毎
日
で
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

今
日
歩
大
会
は
一
番
の
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
半
年
間
で
心
技
体
共
に
成
長

し
、
大
切
な
仲
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
消
防
人

生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　
　

藤
原　

潤

　

入
校
当
初
と
比
べ
る
と
少
し
は
消
防
士

と
し
て
の
在
り
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

初
め
の
う
ち
は
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
大
半
が
楽
し
か
っ
た
思
い
出
ば
か
り

で
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

石
川　

晃
貴

　

副
総
代
と
い
う
役
職
を
任
さ
れ
、
ま
た

周
り
よ
り
も
年
長
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
教
官

方
の
教
え
や
同
期
と
の
助
け
合
い
で
こ
こ

ま
で
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
卒
業
後

は
、
立
派
な
消
防
士
を
目
指
し
頑
張
り
ま

す
。湯

沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

加
藤　

秀
之

　

消
防
人
と
し
て
、
ま
た
人
間
と
し
て
成

長
す
る
こ
と
を
誓
い
、
入
校
し
た
消
防
学

校
は
大
変
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
厳

し
い
訓
練
を
通
し
て
得
た
技
術
、
精
神

力
。
仲
間
と
の
生
活
で
得
た
協
調
性
。
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

第 70 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

高
橋　

博
康

　

教
官
方
か
ら
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ

ど
熱
心
に
ご
指
導
を
い
た
だ
け
た
こ
と
、

と
て
も
贅
沢
で
し
た
。
個
性
豊
か
な
七
〇

人
が
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
全
員
で
卒

業
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
皆

が
同
期
の
た
め
に
し
た
一
つ
一
つ
の
行
動

が
、
七
〇
期
を
支
え
ま
し
た
。
現
場
に
出

て
も
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
館
市
消
防
本
部　

児
玉　
　

邑

　

訓
練
で
は
う
ま
く
い
か
ず
、
焦
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
度
も
繰
り
返
す
こ

と
で
上
達
し
て
い
き
、
反
復
練
習
の
重
要

さ
を
学
び
ま
し
た
。
所
属
に
戻
り
、
皆
と

な
か
な
か
会
え
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
で

す
が
、
学
校
で
学
ん
だ
よ
う
に
現
場
で
も

反
復
練
習
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

大
川　

翔
平

　

半
年
間
は
充
実
し
て
い
て
、
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
訓
練
や
体
力
練
成
等
は
辛

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
一
緒
に
乗
り

越
え
た
仲
間
と
の
思
い
出
は
と
て
も
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
日
々
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
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「
地
域
の
理
解
こ
そ
が

　
　
　
　
　

効
果
的
な
防
火
活
動
」

　

入
団
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
、
昨
年
か
ら

班
長
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
感
じ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
早
く
班
長
を
辞
め

よ
う
。
」
一
見
、
無
責
任
の
様
に
捉
え
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
の

考
え
と
し
て
は
、
同
じ
人
材
の
長
期
的
な

在
職
は
、
団
員
の
高
齢
化
を
招
き
、
青
年

層
の
参
加
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

私
も
含
め
、
現
消
防
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が

年
を
重
ね
退
団
を
迎
え
よ
う
と
し
た
時
、

地
域
の
中
で
消
防
団
員
に
ふ
さ
わ
し
い
人

材
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
？
消
防
団
へ
の
入
団
を
理
解
し
て
く
れ

る
人
材
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(三)

第12回

木
村　

剛
之

　

・
鹿
角
市
消
防
団

　
　

班
長

　

・
勤
続
一
〇
年

　

・
地
方
公
務
員

平
泉　

裕
隆

　

・
大
館
市
消
防
団

　
　

団
員

　

・
勤
続
一
年

　

・
会
社
員

　

当
時
、
私
に
対
す
る
入
団
勧
誘
は
こ
う

で
し
た
。
「
お
ー
い
、
ホ
ル
モ
ン
食
べ
に

行
が
ね
が
？
た
ま
に
良
が
べ
っ
！
ち
ょ
こ

っ
と
相
談
も
あ
る
し
な
っ
」
の
言
葉
に
、

何
の
疑
い
も
な
く
「
へ
ば
、
花
千
鳥
が
い

っ
す
な
」
と
、
日
ご
ろ
の
何
気
な
い
会
話

の
流
れ
で
食
事
に
行
っ
た
の
が
入
団
の
き

っ
か
け
で
あ
り
、
消
防
団
員
と
し
て
の
始

ま
り
で
し
た
。

　

入
団
し
て
か
ら
、
自
分
自
身
が
ハ
マ
っ

た
の
が
操
法
訓
練
大
会
で
し
た
。
昔
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
競
い
合
う
事
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
初
め
て
目
に
し
た

操
法
大
会
の
熱
戦
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま

い
、
消
防
操
法
に
情
熱
を
注
ぐ
様
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

我
が
班
で
は
、
操
法
大
会
に
向
け
た
練

習
期
間
中
は
、
競
争
心
や
結
束
力
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
徹
底
し
て
反
省
会
や
交
流

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
操
法
練
習
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
年
前

の
支
部
大

会
で
は
、

小
型
ポ
ン

プ
操
法
の

部
で
三
位

入
賞
を
果

た
た
す
こ

と
が
出
来

ま
し
た
。

地
域
の
方

か
ら
は
「
大
し
た
も
の
だ
っ
！
」
と
、
大

い
に
祝
福
さ
れ
た
こ
と
が
今
で
も
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
祝
福
さ
れ
た
の
か

に
は
一
つ
理
由
が
あ
り
ま
す
。
我
が
地
域

で
は
、
操
法
大
会
の
前
日
に
決
ま
っ
て
Ｊ

Ａ
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
に

は
、
Ｊ
Ａ
祭
り
に
出
演
参
加
し
、
演
芸
を

披
露
す
る
な
ど
我
が
消
防
団
員
の
芸
達
者

ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

年
に
一
回
の
祭
り
と
あ
っ
て
、
呑
め
や

踊
れ
や
の
状
態
で
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日

に
操
法
大
会
を
迎
え
る
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
事
に
地

域
か
ら
の
祝
福
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
年
で
Ｊ
Ａ
祭
り
も
第
三
八
回

を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
い
つ
も
以
上
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
紹
介

し
た
と
お
り
、
歴
代
を
含
め
我
が
地
域
の

消
防
団
員
は
酒
好
き
で
あ
り
ま
す
が
、
個

性
豊
か
で
熱
い
情
熱
を
持
ち
、
行
動
力
あ

る
団
員
が
多
い
で
す
。

　

私
の
幼
少
時
代
、
家
族
の
会
話
で
も

「
消
防
、
今
日
も
吞
ん
で
ら
い
ん
た
な
っ

⁉
。
よ
ぐ
、
毎
晩
が
ん
ば
る
な
っ
！
」
と

い
う
、
父
親
の
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
色
々
な
意
味
合
い
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
昔
か
ら
消
防
団
は
活
動

的
だ
っ
た
の
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、

地
域
の
方
も
同
じ
印
象
を
受
け
て
い
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
決
し
て
悪
い
感
じ
の
し

な
い
印
象
と
消
防
団
に
対
す
る
包
括
的
な

理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
が

消
防
団
を
担
う
立
場
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
「
消
防
活
動
は
、我
々
の
活
動
の
み
に
あ

ら
ず
。地
域
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
が
効

果
的
な
防
火
活
動
」だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
、
こ
の
地
域
の
理
解
と
い
う

基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
人
材

が
生
ま
れ
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
我

が
消
防
団
の
歴
史
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
将
来
に
繋
い
で
い
く
こ

と
が
私
の
責
務
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
有
意
義
な
消
防
活
動
に

邁
進
し
た
い
と
心
に
決
し
て
い
ま
す
。

　

「
団
員
獲
得
大
作
戦
」　

　

昨
今
、
消
防
団
員
の
不
足
・
高
齢
化
は

全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
達

の
大
館
市
消
防
団
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
く
同
級
生
か
ら
は
、
「
何
で
消
防

　

東
京
か
ら
大
館
市
に
Ａ
タ
ー
ン
、
他

の
団
員
を
動
か
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
、
自
ら
団
長
に
志
願
し
発
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
る
く
責
任
感
が
強
い
性
格
の
た

め
、
分
団
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
と
連
携
し
た
消
防
団
活

動
に
精
励
し
て
い
る
。
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団
に
入
っ
た
の
？
」
「
あ
ん
な
の
面
倒
く

さ
く
な
い
？
」
な
ん
て
言
わ
れ
ま
す
。
私

の
消
防
団
人
生
は
大
館
市
消
防
団
が
ス
タ

ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
で
仕
事
し

て
い
る
時
に
東
京
消
防
庁
の
職
員
の
方
か

ら
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
練
馬
消
防
団
第

一
分
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
元
々
消
防
・

消
防
団
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

何
も
抵
抗
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
、
私
の
消
防
団
人
生
の
始
ま
り
で
す
。

　

私
の
よ
う
な
人
間
が
大
勢
い
れ
ば
、
団

員
不
足
な
ん
て
解
消
す
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
実
際
問
題
同
世
代
で
消
防
団
に
入
ろ

う
な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
中
々
い
な
い

で
し
ょ
う
。
若
い
世
代
は
正
直
言
っ
て

「
そ
も
そ
も
消
防
団
っ
て
何
？
」
「
何
し

て
る
訳
？
」
「
そ
ん
な
の
面
倒
く
さ
い
」

「
酒
飲
み
の
会
で
し
ょ
？
」
と
い
う
の

が
、
正
直
な
話
で
す
団
員
の
自
分
か
ら
す

れ
ば
、
こ
ん
な
事
言
わ
れ
て
正
直
悲
し
い

で
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
「
無
理
矢
理
入

れ
ら
れ
た
」

と
か
「
断
り

切
れ
な
く

て
」
と
か
書

か
れ
て
い
ま

す
。
我
が
団

に
も
実
際
そ

ん
な
団
員
も

い
る
で
し
ょ

う
。

　

じ
ゃ
あ
、

ど
う
や
っ
て

増
や
す
の
か
。
正
直
、
地
道
か
つ
大
々
的

に
や
る
し
か
な
い
ん
で
は
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
？
実
際
、
全
国
各
地
の
消
防
団
で

は
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
た
り
い
ろ
ん
な

事
を
し
て
い
ま
す
。
お
金
が
あ
れ
ば
、
そ

う
ゆ
う
事
も
出
来
ま
す
よ
ね
。
先
ず
は
、

「
消
防
団
」
っ
て
言
う
存
在
を
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
何
で
も
そ
う
で
す
が
、

知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
何
や
っ
て
も

無
駄
で
す
、
お
金
を
使
っ
た
と
し
て
も
。

「
消
防
団
」
と
い
う
商
品
だ
と
思
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
地
域
・
小
学

校
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
し
て
、
先

ず
は
消
防
団
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
刷
り
込
み
で
す
。
消
防
団
に
対
す
る

意
識
改
革
も
必
要
で
す
。「
消
防
団
て
か
っ

こ
い
い
な
」
と
か
「
人
・
地
域
の
た
め
に

や
り
た
い
」
と
思
わ
せ
る
。
こ
れ
が
地
道

な
活
動
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｒ
動
画
を

作
る
に
は
お
金
が
掛
か
る
っ
て
言
い
ま
し

た
が
、
今
は
自
分
で
動
画
作
れ
る
時
代
で

す
。
こ
こ
で
若
い
団
員
を
使
っ
て
制
作
し

て
成
人
式
等
で
上
映
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
元
就
職
し
て
い
る
若
者
も
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
事
業
所
を
狙
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
正
直
、
中
々
難
し
い
部
分
は
あ
り
ま

す
が
、
事
業
所
に
は
若
い
人
が
い
ま
す
。

消
防
団
員
が
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
事

業
所
に
説
明
し
て
い
け
ば
、
協
力
事
業
所

も
増
え
る
要
因
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
勤

務
地
団
員
の
獲
得
も
可
能
で
す
し
、
機
能

別
団
員
と
し
て
入
団
し
て
く
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

題
に
「
団
員
獲
得
大
作
戦
」
と
言
い
ま

し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
消
防
団
」

を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
「
強
制
」

で
は
な
く
、
「
自
ら
」
っ
て
い
う
流
れ
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
消
防
団
っ
て
い

い
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
っ
て
思
わ
せ
て
、
自

分
が
こ
の
手
で
こ
の
地
域
を
守
る
ん
だ
っ

て
い
う
気
持
ち
に
思
わ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
「
酒
飲
み
集
団
」
で
は
な
く
て
、

「
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
だ
っ
て
。
皆
で
知

恵
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。
活
動
で
培
っ
た
結
束
力
・

行
動
力
を
団
員
獲
得
に
も
回
し
て
み
ま
し

ょ
う
！

　

「
や
っ
て
み
ね
ぇ
〜
ば
な
ん
も
な
ん
ね

ぇ
。
や
っ
て
み
る
べ
し
！
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
　

状
況
に
つ
い
て…

総
務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
平
成
二
八
年
六

月
一
日
時
点
で
の
設
置
率
を
公
表
し
ま
し

た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

秋
田
県
の
設
置
率
は
八
〇
・
〇
％
で
、前

回
（
平
成
二
七
年
六
月
時
点
の
設
置
率
：

七
八
・
九
％)

に
比
べ
、一
・
一
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
都
道
府
県
の
順
位
で
は
二
六
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。(

前
回
：
二
九
位)

　

ま
た
、
全
国
平
均
は
八
一
・
二
％
で
、

最
高
が
福
井
県
の
九
三
・
〇
％
、
最
低
は

沖
縄
県
の
五
七
・
六
％
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
九
都
道
府
県
、
二
八

県
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆ 秋田県の地域別設置率 ◆

地 域 名 設置率 地 域 名 設置率
秋 田 市 ８4％ 由利本荘市 80％
能代山本広域 ９０％ 湖 東 地 区 73％
横 手 市 71％ 大曲仙北広域 ７5％
大 館 市 ８6％ 北 秋 田 市 ８７％
男 鹿 地 区 ６8％ に か ほ 市 ８1％
湯沢雄勝広域 ７2％ 五 城 目 町 ７5％
鹿 角 広 域 ７４％

☆地域名は、消防本部等の略称で表記
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全
国
的
に
団
員
の
高
齢
化
や
減
少
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
湯
沢

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
湯

沢
市
で
は
、
女
性
や
若
者
を
中
心
に
広
く

市
民
の
皆
様
に
消
防
団
活
動
の
重
要
性
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
加
入
促
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
総
務
省
消
防
庁
の
委
託
事
業
「
女

性
や
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団
加
入

促
進
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
現
役
消
防

団
員
と
市
職
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

制
作
に
は
消
防
団
か
ら
一
一
名
、
市
職

員
四
名
の
計
一
五
名
が
出
演
し
、
劇
団

「
わ
ら
び

座
」
に
よ

る
脚
本
・

演
出
、
指

導
の
も

と
、
五
回

の
演
技
練

習
と
一
泊

二
日
の
合

宿
稽
古
を

行
い
ま
し

た
。
こ
の

ほ
か
、
消

防
団
の
訓

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

0
-  3
-12
-31
-46
-16
-29

-  4
0

-  3
0

-  7
0

-  5

211
34
45
83
373
40
86

151
32
35
77
295
32
69

15
0
3
2
20
1
8

151
29
23
46
249
16
40

11
0
0
2
13
1
3

平成2８年 平成2７年 同期比較
9月 累計 累計9月 年計 9月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

「
消
防
団
を
地
域
に
Ｐ
Ｒ
」

　
　
湯
沢
市
で
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
中
！

練
や
大

会
・
講
習

会
等
の
動

画
を
取
り

入
れ
、
消

防
団
の
役

割
や
活
動

内
容
に
つ

い
て
広
く

深
く
理
解

を
得
ら
れ

る
よ
う
な

動
画
と
な

る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
は
一
二
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
完
成
後
は
市
民
を
対
象
と
す
る
地
域

防
災
講
話
会
や
湯
沢
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

な
ど
で
放
映

す
る
ほ
か
、

湯
沢
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
て
発

信
を
予
定
し

て
お
り
ま
す

の
で
、
多
く

の
方
々
に
湯

沢
市
消
防
団

の
頑
張
り
を

観
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
）


